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・
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住
み
続
け
た
い
田
舎

  

栗
原
を
め
ざ
し
て
!!

お
が
た

尾
形

か
つ
ゆ
き

皆
さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

市
政
に
届
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
責
務
を
果
た
し
、

『
住
民
が
主
役
』の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

4
『
市
民
の
声
が
必
ず
届
く
、

栗
原
市
』に
。

市
役
所
・
総
合
支
所
を
『
市
民
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
機
関
』と
し
て
、
市
民
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ

る
市
役
所
に
な
る
よ
う
、市
政
改
革
を
実
行
い
た

し
ま
す
。

3
『
住
民
の
役
に
立
つ
所
が
役
所
』

で
す
。

栗
原
の
未
来
を
創
る
大
切
な
礎
で
す
。

子
供
た
ち
の『
生
き
る
力
』と『
豊
か
な
心
』

を
育
む
教
育
環
境
と
子
育
て
を
力
強
く
支
援
す
る

栗
原
を
め
ざ
し
ま
す
。

2
『
百
年
の
大
計
は
人
づ
く
り
』

か
ら
。

栗
原
に
仕
事
や
職
場
を
増
や
し
、農
業
を
ふ
る

い
お
こ
し
、
二
世
代
、
三
世
代
の
家
族
に
囲
ま
れ

て
暮
ら
せ
る
栗
原
を
目
指
し
ま
す
。

住
み
た
い
田
舎
№
１
に
プ
ラ
ス
し
て
、

『
住
み
続
け
た
い
田
舎
№
１
』
の
栗
原
を
め

ざ
し
ま
す
。

1
『
若
者
の
定
住
こ
そ
、

栗
原
最
大
の
福
祉
』

1956年（昭和31年）７月１０日
栗原郡高清水町生まれ

学　歴
■高清水小・中、古川高校 卒業
■早稲田大学 卒業
主な経歴・役職歴
■県農協中央会
■元 高清水町長
■民間会社 取締役事業本部長
■ＪＡ新みやぎ 理事
好きなスポーツ
■野球（東北楽天 ガンバレ!!）
■登山（古高時代は山岳部）
好きな音楽
■井上陽水，ベートーヴェン
家族・なりわい
■妻・息子夫婦・孫３人の７人家族
■ソラマメと冬至カボチャを生産

 おがた
尾形かつゆき
プロフィール

あ

べ
阿
部

 

さ
だ
み
つ

皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
４
期
16
年
、
地
域

づ
く
り
・
福
祉
・
教
育
・
子
育
て
支
援
な
ど
を
提

言
し
、幼
稚
園
給
食
無
償
化
、農
業
支
援
事
業
な
ど

皆
様
の
声
を
実
現
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
を
望
む
方
々
へ
の
不
育
症
支
援
制

度
を
市
政
に
提
案
し
、実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

栗
原
に
は
人
口
減
少
、
少
子
化
、
遊
休
・耕
作
放

棄
地
、熊
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
な
ど
早
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
り
ま
す
。

震
災
や
豪
雨
、コ
ロ
ナ
感
染
な
ど
の「
災
い
」に
、

減
災
の
備
え
、
新
生
活
様
式
な
ど「
知
恵
」を
も
っ

て
、こ
れ
ら
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、栗
原

で
生
き
が
い
を
持
ち
働
き
、
安
全
安
心
に
暮
ら
し

続
け
る
故
郷
づ
く
り
を
み
な
さ
ん
と
共
に
続
け
て

い
き
ま
す
。

「
夢
・
希
望
の
持
て
る

　
　活
力
あ
る
栗
原
を
め
ざ
し
て
」

重
点
課
題
解
決
！
実
現
！
に
向
け
て
み
な
さ

ま
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
1 
幼
児
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
。

2 
学
力
向
上
と
環
境
整
備
を
図
り

　
　
　
　
　
　
　栗
原
っ
子
を
育
て
ま
す
。

3 

若
者
の
定
住
促
進
と
子
育
て
支
援
の
拡
充
。

4 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
活
性
化
と
健
康
増
進
。

5 

持
続
可
能
な
農
業
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　地
元
中
小
企
業
の
活
性
化
。

6 

減
災
・
防
災
へ
の
取
組
み
の
推
進
。

7 

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
徹
底
。

子
供
た
ち
に
夢
を
！ 

　若者
に
希
望
を
！ 

　
　皆様
に
生
活
の
安
定
を
‼

夢・
希
望・
実
現

経 歴
元 

宮
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

元 

築
館
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

前 

集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会 

会
長

現 

薬
師
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

副
委
員
長

現 

秋
山
営
農
組
合
組
合
長

現 

栗
原
市
議
会
議
員

　４
期

現 

栗
原
市
議
会

　副
議
長

 あ　べ さだみつ
阿 部　貞 光
昭和33年生62歳
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令和３年４月25日執行

栗原市議会議員一般選挙公報
栗原市選挙管理委員会
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栗
原
市
議
会
議
員
候
補
者

高
橋　わ

た
る

た
か
は
し

まもる!!
　つくる!!

　　活かす
!!

まもる!!
　つくる!!

　　活かす
!!

商業・工業 農業・林業

経験 行動 実行
５年、10年先を考え
持続可能なくりはらを！
５年、10年先を考え
持続可能なくりはらを！現　在

　栗原市議会議員　２期 8年　
　総務委員会委員長
略　歴
　築館町議会議員　２期
　栗原南部商工会理事 
　栗原市農業委員　２期

高橋わたる
　　　プロフィール

わたるは“百姓”
わたるは“経営者”
わたるは“地域人”

財政再建

市民の働く場 生活基盤

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
市
議
会
で
活
動
し
た

2
期
８
年
間
、
こ
の
間
、
私
は
皆
様
の
声
を

市
政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
皆
様
と
共
に
考
え
、
共
に
行
動
す
る

こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
生
か
し
、

デ
マ
ン
ド
と
市
民
バ
ス
片
道
1
0
0
円
均
一
料
金

や
「
く
り
こ
ま
高
原
駅
」
駐
車
場
放
置
自
動
車
撤

去
条
例
の
制
定
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
弱
い
立
場
の
人
、
悩
ん
で
い
る
人
、

大
変
な
中
で
頑
張
っ
て
い
る
人
々
の
声
と
思
い
を

市
政
に
届
け
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

《
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
栗
原
に
》

１
、
市
民
が
主
役
の
公
平
・
公
正
な市

政
の
確
立

２
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
と
連
携
、

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

３
、
若
者
が
定
住
で
き
る
子
育
て
支
援
と

教
育
環
境
づ
く
り

４
、
脱
原
発
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
推
進

５
、
適
地
、
適
作
を
推
進
し
、
食
糧
自
給
率
と

農
業
所
得
の
向
上
、
畜
産
振
興

６
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
見
直
し
で
、

乗
り
や
す
い
公
共
交
通
の
実
現

７
、
病
院
機
能
の
分
担
見
直
し
で
、

3
病
院
4
診
療
所
体
制
の
維
持

８
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
、
処
理
体
制
の
強
化
と

利
活
用
方
法
の
検
討

９
、
大
雨
に
よ
る
水
害
・
土
砂
崩
れ
な
ど
、

災
害
に
強
い
街
づ
く
り

10
、
農
家
保
管
に
な
っ
て
い
る
、

汚
染
牧
草
・
稲
わ
ら
の
早
期
処
理

　若
い
カ
・
実
行
力
の
あ
る「
高
橋
か
つ
お
」に

　ど
う
ぞ「
あ
な
た
の
一
票
」を
お
願
い
し
ま
す
。

立
憲
民
主
党
公
認

高
橋
か
つ
お

（
六
十
三
歳
）

私
の
重
点
政
策

か
し
ま
す

　
　
　あ
な
た
の

を

生

声
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栗
原
市
議
会
議
員
候
補
者

さ

　 

と
う  

ひ
さ  

よ
し

佐
藤
久
義

立
候
補
の
ご
挨
拶

　
栗
原
市
が
合
併
し
て
十
六
年
に
な
り
ま
す
が
、

市
民
の
力
強
い
ご
支
援
に
よ
り
市
政
に
参
画
さ
せ
て

戴
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
改
選
に
当
た
り
、
有
志
の
方
々
か
ら

暖
か
い
ご
推
薦
を
戴
き
、

『
市
政
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、

　市
民
が
要
望
す
る
小
さ
な
声
に
も

耳
を
傾
け
誠
実
に
行
動
す
る
』

　
こ
の
事
を
私
の
心
情
と
し
て
立
候
補
を
決
意
い

た
し
ま
し
た
。

　
次
世
代
を
担
う
子
供
達
が
栗
原
で
学
び
、
栗
原
で

働
け
る
企
業
誘
致
と
、
既
存
会
社
の
支
援
と
要
望
に

応
え
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
者
を
支
援
し
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

に
な
る
よ
う
努
力
す
る
と
共
に
、
高
齢
者
に
優
し
い

生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
感
染
症
や
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発

生
す
る
中
で
、
そ
れ
ら
に
負
け
な
い
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
し
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多
く
の

意
見
を
聞
き
民
意
を
尊
重
し
、
信
頼
さ
れ
る
公
僕
者

と
し
て
、「
誠
実
」に
、
頑
張
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
立
候
補
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

私
の
努
力
目
標

一
、
市
民
が
ど
こ
に
住
ん
で
も
均
衡
の
と
れ
た

　
　サ
ー
ビ
ス
と
町
づ
く
り
に
努
力
致
し
ま
す
。

二
、
市
有
地
の
不
活
動
資
産
を
分
譲
住
宅
し
、

　
　
　
　
　
　定
住
者
の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

三
、
農
林
、
商
工
観
光
、
地
元
企
業
へ
の

　
　
　
　
　
　支
援
と
雇
用
対
策
に
努
め
ま
す
。

四
、
行
政
と
民
間
活
力
で
少
子
高
齢
化

　
　
　
　
　
　
　社
会
対
策
に
力
を
い
れ
ま
す
。

五
、
利
便
性
を
考
え
医
療
、
福
祉
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　適
地
設
置
に
努
力
致
し
ま
す
。

略

歴

元 

栗
駒
町
議
会
議
員

元 

栗
っ
こ
農
業
協
同
組
合
理
事

栗
原
市
議
会
議
員（
元
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
）

栗
原
市
議
会
副
議
長

栗
原
市
議
会
議
長

　立
候
補
の
ご
あ
い
さ
つ

　
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る

さ
と
。
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・
安
全
で

住
み
よ
い
栗
原
づ
く
り
の
た
め
誠
心
誠
意
で

全
力
投
球
し
ま
す
。

私
の
公
約

一
、
若
者
定
住
を
図
り
子
ど
も
に
夢
・
希
望
の

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す

一
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
、
お
よ
び

福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す

一
、
農
業
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
お
よ
び

６
次
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す

一
、
中
小
企
業
の
振
興
と

地
元
商
店
の
支
援
に
努
め
ま
す

一
、
生
活
関
連
道
路
の
早
期
整
備
に
努
め
ま
す

一
、
教
育
の
向
上
、
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す

一
、
地
域
医
療
保
健
の
充
実
に
努
め
ま
す

　
私
は
37
年
間
の
行
政
経
験
と
16
年
間
の
議
員

活
動
を
活
か
し
、
み
な
さ
ん
と
共
に
歩
む
議
員

と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
持
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

築
館
高
等
学
校
卒
業

一
迫
町
生
涯
学
習
課
長

　
　
同
　
税
務
課
長

　
　
同
　
町
民
福
祉
課
長（
兼
）保
育
所
長

一
迫
町
連
合
青
年
団
長

栗
原
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
長（
３
期
）

一
迫
地
区
子
ど
も
会
育
成
親
の
会
連
合
会
長（
９
期
）

栗
原
市
監
査
委
員

（
議
会
選
出
、
現
在
通
算
８
年
目
）

栗
原
市
議
会
議
員
候
補
者

鹿
野
よ
し
ゆ
き

か

の

主な経歴

ふ
る
　

さ
と

〝
ふ
る
さ
と
〞っ
て
い
い
ね

　み
ん
な
で
明
日
へ
・
輝
け
栗
原

〝
ふ
る
さ
と
〞っ
て
い
い
ね

　み
ん
な
で
明
日
へ
・
輝
け
栗
原
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栗原市長選挙・栗原市議会議員一般選挙について、
皆様が安心して投票等を行っていただけるよう、次の
とおりの新型コロナウイルス感染対策を行います。
ご理解とご協力をお願いいたします。

○皆様へのお願い
・来場前後の手洗い、マスク着用、咳エチケットに
ご協力ください。
・周りの方と距離を保つようお願いします。
・開票を参観する際には上履きを持参ください。

○投票所での感染症対策
・飛沫感染防止用パーテーション、手指消毒用アル
コール消毒液を設置します。
・投票事務従事者等はマスクを着用し、また職務内
容によってゴム手袋を着用します。
・定期的に記載台、ドアノブなどを消毒します。
・定期的に換気を行います。
・鉛筆は使い捨て鉛筆を用意します。なお、通常の
鉛筆も用意してありますので、ご希望の方は申し
出ください。（一回ごとに消毒します）

○開票所の感染症対策
・会場の広い栗駒総合体育館で開票を実施します。
・手指消毒用アルコール消毒液を設置します。
・間隔を空けて参観人席を配置するため、参観人数
を１７３人に制限させていただきます。
・開票事務従事者等はマスクを着用します。
・定期的に換気を行います。
・検温を実施し、３７度５分以上の場合には入場を
ご遠慮いただく場合があります。

○期日前投票の積極的な活用をお願いします
新型コロナウイルス感染症への感染が懸念される理
由で期日前投票を行う場合は、期日前投票宣誓書事由
を、「６天災・悪天候のため投票所への到着が困難」
に○をつけてください。

栗原市選挙管理委員会

投・開票所における主な新型コロナウイルス感染症対策について
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投票日に投票に行けない方は、
期日前投票をご利用ください。
投票日に投票に行けない方は、
期日前投票をご利用ください。

期 間　４月19日㈪から４月２4日㈯まで
時 間　午前８時３０分から午後８時まで
場 所　次の期日前投票所

（どこの期日前投票所でも投票できます。）
期日前投票所名

築館期日前投票所

若柳期日前投票所

栗駒期日前投票所

高清水期日前投票所

一迫期日前投票所

瀬峰期日前投票所

鶯沢期日前投票所

金成期日前投票所

志波姫期日前投票所

花山期日前投票所

投票所の施設名称

築館総合支所

若柳総合支所

栗駒総合支所

高清水総合支所

一迫総合支所

瀬峰総合支所

鶯沢総合支所

金成総合支所

志波姫この花さくや姫プラザ

花山総合支所
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4月25日（日）は
（午前7時～午後7時）

投票日
です

※栗駒第１投票所については、午後５時までとなります。

栗 原 市 長 選 挙
栗原市議会議員一般選挙の


